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避けること、そして言葉に集中しながら読み進めるな
かで、子ども自身が疑問を持ったり先を予想したりし
ながら読むという、本来の「読み手」としての読みの
姿に近づくことができる、という考え方がある。
　そこから、田井小学校の４年生の実態に即して、長
い文章を読むことが苦手な子も集中し、自分の読みを
発表し討論する機会を経験させたいこと、読み手とし
て主体的に読む力を持たせたいこと、そして一人一人
の読みから得られた心の動きを全体で共有したいこと、
という目的を掲げ、今回の研究授業では「一読総合
法」を基盤にした実践が計画された。
　研究授業では、「ごんぎつね」の最終場面が扱われ
た。はじめて物語の結末を知る子どもたちは、ワーク
シートに印刷された結末の場面に自分の思ったことや
考えたこと、疑問を書きこみながら読み進め、最後ま
で読み終える。教室のあちらこちらからは「むなしい
な」、「かわいそう」といったつぶやきが聞こえてきた。
その後、場面の文章に即して、子どもたちは書き込
み・書き出しを行ったところを発表し、積極的に意見
の交流を行った。登場人物であるごんや兵十の気持ち
についてや、「青いけむり」や「ごん」「ごんぎつね
め」の呼び方の違いなど、語句についても注目する発
言が出た。こうした意見の交流の後、授業者の先生か
らは、ごんと兵十の気持ちのそれぞれについてさらに
焦点化するため、本文中の２行に注目させ、そこから
読み取れるそれぞれの気持ちをまとめさせた。こうし
て、子どもたちの個々の読み取りを尊重しつつ、「ご
んと兵十がごんの死をもってしかわかりあえなかった
悲劇」という本単元の主題の読み取りの共有化を図った。
　授業後の研究協議会では、全校の先生方や大学院生
などから活発な質疑応答が行われた。なかでも、子ど
もの発言やつぶやきの豊富さを指摘する意見が多く、
多くの子どもが主体的に読めていたことや、本単元・
本時の主題を読み取れていたことを評価していた。ま
た、登場人物の気持ちだけではなく、文章中の語句へ
の注目についても交流のなかで意見が出たことが評価
された。
　一方で、子どもたちの意見や発表を尊重する授業を
目指す中で、今回の授業での意見交流で見られた認識
の誤りや、討論すべきテーマからの乖離が見られたと
きの教師の手立てについてはどうすればよいのかとい
う疑問も提出された。また、登場人物の気持ちをまと
める際に焦点化した２つの文についても、なぜその文
を設定したのかという疑問が出された。
　こうした疑問に対して、授業者および学年の先生方
は、当初は多くの子どもの発言を丁寧に取り上げよう
としたものの、一つの場面を１時間の授業時間では終
えることが出来ず、試行錯誤していくなかで、焦点化
する文を設定する手立てを取ったのだと説明された。
　このように研究協議会では、子どもの発言や思考過
程を尊重しながらも、実際の授業では時間の制約もあ
ることから、教師は教材研究を徹底し、本時で最低限
押さえておくべき点を絞っておくこと、そのための手
立てを用意しておくことの重要性が指摘され、全体に
共有化された。
３．ま�め―田井小学校の������学ぶこ�―
　これまでの田井小学校との共同研究から、私たちは
次のような点を再認識することができる。第一に、理
論・実践を相対的にとらえ実践を創りだす一連の研究
から、「理論を問い直す視点」が得られるということ
である。学校現場での「時間」は無制限ではないこと、
子どもの討論をうまく方向づけるには教師の教材解釈
が極めて重要であることなど、実践に於いては当然の
視点であるにも関わらず、理論上十分に深められてい
ない点もある。このように、実際の授業研究を通して
みることによって、理論や文献では検討できなかった
新たな視点への気付きや、複数の理論が主張する共通
点（本質）が浮き彫りになることを改めて学んだ。
　第二に、子どもたちが主体として読み進めていく力
というのは、PISAや「読解力」として新たな概念と
して提唱されているかに思えるが、これまでの我が国
の研究蓄積においても重要視されてきた文脈があり、
全く新しいものというのではないということである。
2008年、2009年の「ごんぎつね」の研究授業を通して、
さまざまな研究蓄積や時代ごとに導入される新たな考
え方を相対化し、子どもたちの実態を見つめたうえで
授業実践を開発するという田井小学校の授業研究のあ
り方は、授業づくりにとっての本質とは何かという点
に目を向けるものであることを再認識した。
　2010年度は国語科・「読解力」に焦点を当てた共同
研究の３年目の年を迎える。研究授業にとどまらず
日々の授業観察や単元構想の段階から共同研究を進め
るための体制づくりを行い、より発展的な研究を進め
ていきたい。
（文責：赤沢　真世）
▶��の活発な発言をもとに構成された板書
▶��授業終了後の��協議会の様子
